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鎌
倉
市
扇

ガ
谷
の
浄
光

明
寺
は
緑
に

覆
わ
れ
た
お

寺
。
そ
の
客

殿
前
の
ボ
ダ

イ
ジ
ュ
に
６

月
初
旬
ご
ろ

に
な
る
と

い
っ
せ
い
に

花
が
咲
く
。

　
シ
ナ
ノ
キ

科
の
落
葉
高

木
で
、
原
産
地
は
中
国
。
高
さ

10
ｍ
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、

葉
は
長
さ
５
〜
10
㎝
の
三
角
状

で
卵
型
。
新
葉
の
脇
か
ら
長
さ

５
〜
６
セ
ン
チ
の
ヘ
ラ
形
の
苞

（
総
苞
葉
）
を
出
し
、
そ
こ
か

ら
伸
び
た
長
さ
８
〜
10
㎝
の
花

柄
に
淡
い
淡
黄
色
の
花
を
咲
か

せ
て
、
芳
香
を
漂
わ
せ
る
。

　
浄
光
明
寺
は
真
言
宗
泉
涌
寺

派
の
寺
で
、
１
２
５
１
年
、
鎌
倉

幕
府
の
６
代
執
権
・
北
条
長
時
が

真
阿
を
開
山
と
し
て
創
建
し
た
。

　
寺
は
、
サ
ク
ラ
、
ウ
メ
、
ビ
ャ

ク
シ
ン
な
ど
木
々
の
緑
に
包
ま

れ
て
い
て
、
同
じ
時
期
に
タ
イ

サ
ン
ボ
ク
も
見
ご
ろ
を
迎
え
る
。

鎌
倉
市
今
泉
台
の
北
鎌
倉

台
商
店
街
に
、
さ
か
な
の
協

同
販
売
所
「
サ
カ
ナ
ヤ
マ
ル

カ
マ
」
が
開
店
し
て
１
年
。

今
度
は
パ
ン
屋
が
６
月
６
日

に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
さ
び
れ

て
い
た
商
店
街
も
少
し
ず
つ

活
気
を
取
り
戻
し
て
き
た
。

開
業
す
る
の
は
元
美
術
教

員
の
吉
田
浩ひ

ろ
気き

さ
ん
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
だ
っ

た
パ
ン
屋
を
縁
あ
っ
て
こ

の
場
所
に
開
店
。
店
の
名

前
は
「
カ
イ
ユ
―
」。
仏
語

の
石
こ
ろ
で
、「
小
学
校
の

時
、
パ
ン
作
り
に
は
ま
っ
て

焼
い
た
パ
ン
が
『
石
こ
ろ
の

よ
う
に
固
い
』
と
母
親
に
言

わ
れ
て
」
と
笑
う
。
北
海
道

と
熊
本
産
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
小
麦
を
自
家
製
酵
母
で

発
酵
さ
せ
て
作
っ
た
ド
イ

ツ
風
パ
ン
を
販
売
。
５
月

18
・
19
日
の
マ
ル
シ
ェ
（
野

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
の
期
間

中
、
プ
レ
オ
ー
プ
ン
で
試

食
し
て
も
ら
い
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
こ
の
地
域
は
高
度
経
済
成

長
期
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

移
り
住
ん
で
き
た
世
代
が
高

齢
化
し
、
約
２
０
０
０
世
帯
、

５
０
０
０
人
の
内
、
65
歳
以
上

が
約
45
％
を
占
め
て
い
る
。

２
０
１
１
年
〜
１
５
年
に

今
泉
台
町
内
会（
民
）、
横
浜

国
立
大
学（
学
）、企
業（
産
）、

鎌
倉
市（
官
）の
４
者
で
共
同

研
究
を
行
い
、
地
域
の
課
題

を
抽
出
。
課
題
に
取
り
組
む

仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
タ
ウ
ン
サ
ポ
ー
ト

鎌
倉
今
泉
台
」
を
設
立
さ
せ

た
。
さ
ら
に
２
０
１
７
年
、

住
民
が
生
活
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
新
た
な
物
・
サ
ー
ビ

ス
を
開
発
・
改
善
す
る
取
り

組
み
を
産
学
官
民
の
連
携
で

行
う「
鎌
倉
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
」

を
設
立
し
、
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。東
京
大
学
も
参
加
。

魚
屋
は
、
地
域
住
民
と
鹿

児
島
県
阿
久
根
市
の
水
産
業

者
が
協
同
運
営
し
、
同
商
店

街
の
店
舗
と
移
動
販
売
の
２

本
立
て
。
店
内
の
ケ
ー
ス
に

は
魚
が
丸
ご
と
な
ら
び
、「
帰

り
に
取
り
に
寄
る
か
ら
お
ろ

し
と
い
て
」
と
住
民
か
ら
の

注
文
を
受
け
る
。

野
菜
は
、
地
元
の
主
婦
グ

ル
ー
プ
「
ベ
ジ
ク
ラ
ブ
」
が

同
商
店
街
内
の
「
い
ず
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
毎
週
金
曜

日
に
販
売
。
こ
の
場
所
は
、

タ
ウ
ン
サ
ポ
ー
ト
が
空
店
舗

を
利
用
し
て
つ
く
っ
た
多
世

代
地
域
住
民
の
集
い
の
場
で

も
あ
る
。

４
月
に
は
、
第
２
町
内
会

館「
洗
心
庵
」が
新
築
さ
れ
た
。

土
地
を
譲
り
受
け
、
市
の
補

助
金
を
受
け
て
建
設
。
放
課

後
の
子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど

に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

町
内
の
防
災
体
制
も
整
っ

て
い
て
、
10
カ
所
の
防
災
倉

庫
に
は
、
発
電
機
や
簡
易
ト

イ
レ
、
テ
ン
ト
、
保
存
食
な

ど
を
備
蓄
。
各
戸
に
「
黄
旗
」

を
配
布
し
、
災
害
の
あ
と
、
そ

れ
を
表
に
立
て
て
「
無
事
」
を

知
ら
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
訓
練
も
あ
る
。

最
近
、
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
で
新
た
に
提
案
さ
れ
た
の

が
「
み
ん
な
の
イ
ス
」。
住

宅
街
の
道
路
わ
き
に
イ
ス
を

設
置
し
て
、
散
歩
の
人
が
一

休
み
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

と
い
う
試
み
。
今
泉
台
の
ま

ち
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
る

大
学
院
生
の
ア
イ
デ
ア
で
、

ス
テ
ッ
カ
ー
も
作
っ
て
も

ら
っ
た
。

町
内
会
長
の
山
本
昭
夫
さ

ん
（
74
）
は
、「
何
事
も
積

み
重
ね
で
よ
く
な
っ
て
い

く
。
住
民
が
家
に
と
じ
こ
も

ら
ず
、
散
歩
し
た
り
、
商
店

街
で
会
話
し
た
り
す
る
こ
と

が
大
事
」
と
話
す
。

８
月
の
祭
り
は
例
年
、
大

学
生
も
神
輿
を
担
い
で
盛
り

あ
が
る
と
い
う
。

６
月
の
カ
レ
ン

ダ
ー
と
言
わ
れ
た

ら
、
し
と
し
と
降
る

雨
の
中
を
綺
麗
に
咲

き
誇
る
紫
陽
花
に
カ

タ
ツ
ム
リ
や
カ
エ
ル
が
登
場

す
る
よ
う
な
風
景
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
▼
僕
が
子
ど
も
時

代
に
は
い
た
る
所
に
何
種
類

か
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
い
て
、

見
つ
け
て
は
喜
ん
で
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た

▼
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に

「
鎌
倉
に
カ
タ
ツ
ム
リ
っ
て
い

る
の
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

▼
た
し
か
に
最
近
は
あ
ま
り

見
か
け
な
い
な
ぁ
と
思
い
ま

す
▼
「
環
境
の
変
化
に
敏
感

な
カ
タ
ツ
ム
リ
は
、
新
し
い

環
境
に
適
応
で
き
ず
、
生
き

て
い
け
な
い
可
能
性
も
あ
る
」

と
い
う
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博

物
館
・
中
井
克
樹
さ
ん
の
記

事
を
見
つ
け
ま
し
た
▼
突
然

の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
遭
遇
し
た

よ
う
な
衝
撃
と
環
境
の
変
化

に
対
す
る
鈍
感
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。 

（
Ｎ
）

　
▼
葛
原
岡
神
社
例
大
祭
　

１
日
14
時
宵
宮
祭
、
２
日
13

時
本
祭
・
神
輿
渡
御
。
３
日

11
時
神
前
祭
・
墓
前
祭
。

　
▼
蛍
放
生
祭
　
８
日
19

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
五
所
神
社
例
祭
　
８
日

18
時
見
目
明
神
祭
・
宵
宮
祭
。

９
日
10
時
例
大
祭
、
11
時
神

輿
渡
御
、15
時
半
海
上
渡
御
。

11
日
10
時
三
つ
目
神
楽
。

　
▼
瑞
賢
忌
　
16
日
10
時
、

建
長
寺
。
江
戸
初
期
の
豪
商

で
治
水
工
事
や
航
路
開
発
の

功
労
者
河
村
瑞
賢
の
法
要
。

　
▼
大
祓
式
　
30
日
11
・
13
・

15
・
17
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
古
神
札
焼
納
祭
　
30
日

17
時
半
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
海
開
き
　
28
日
逗
子
。

9
月
１
日
ま
で
開
設
。

6月

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

浄
光
明
寺
の
ボ
ダ
イ
ジ
ュ

文
　
　
小
林
千
穂

写
真
　
松
原
省
吾

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　
　
③

宇
宙
飛
行
士
・
山

崎
直
子
さ
ん
が
宇
宙
に

持
っ
て
行
っ
た
ア
サ
ガ

オ
の
種
を
全
国
各
地
の

小
学
校
で
育
て
、
収
穫

し
た
種
を
リ
レ
ー
す
る

取
り
組
み
の
「
種
を
受

け
取
る
リ
レ
ー
式
」
が

４
月
25
日
、
葉
山
町
立

長
柄
小
学
校
（
同
町
長
柄
・

長
谷
川
泰
子
校
長
）
で
行
わ

れ
た
。

２
０
２
０
年
小
豆
島
の
町

立
星
城
小
学
校
か
ら
始
ま

り
、
昨
年
、
第
４
走
者
の
熊

本
県
八
代
市
立
八
竜
小
学
校

と
大
分
県
竹
田
市
立
竹
田
小

学
校
が
引
き
継
ぎ
、
両
校
か

ら
１
０
０
粒
ず
つ
、
長
柄
小

学
校
へ
届
け
ら
れ
た
。

同
小
学
校
で
は
３
年
生

（
１
０
０
人
）
が
参
加
。
プ

レ
ー
ル
ー
ム
で
山
崎
さ
ん
の

動
画
ビ
デ
オ
を
見
た
後
、
こ

の
「
宇
宙
ア
サ
ガ
オ
リ
レ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
主
催
す

る
「
宙
だ
よ
り
ス
タ
ジ
オ
」

葉
山
・
長
柄
小
が
引
き
継
ぎ　

宇
宙
ア
サ
ガ
オ
リ
レ
ー

今
泉
台
の
魚
の
協
同
販
売
所

鮮
魚
に
野
菜
、パ
ン
も
地
元
で

　
　
今
泉
台
の
商
店
街

６
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
パ
ン
屋

宇宙アサガオの種が田中副社長から児童に

鎌
倉
の
夏
の
定
番
「
納
涼

う
ち
わ
」
が
６
月
４
日
か
ら

販
売
さ
れ
る
＝
写
真
。
今
年

は
鎌
倉
在
住
の
日
本
画
家
・

川
又
聡
さ
ん
の
「
彩
り
」。

梅
雨
の
時
季
の
し
っ
と
り

鎌
倉
納
涼
う
ち
わ「
彩
り
」６
月
４
日
か
ら
販
売

と
し
た
空
気
に
、
大
輪
の
ア

ジ
サ
イ
と
ミ
ツ
バ
チ
が
彩
り

を
添
え
て
い
る
。

鎌
倉
市
観
光
協
会
が

１
９
７
７
年
か
ら
制
作
を
始

め
、
49
作
目
。
竹
製
の
手
作

り
で
１
３
，０
０
０
本
制
作

し
、
う
ち
６
，０
０
０
本
を

一
般
販
売
。
１
本
４
０
０
円

（
税
込
）、

同
会
事
務
所
や
通
販
サ
イ

ト
で
。
同
会
☎
０
４
６
７
・

23
・
３
０
５
０

（
大
阪
府
八
尾
市
）
の
田
中

利
秋
副
社
長
か
ら
種
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

代
表
児
童
３
人
に
ア
サ
ガ

オ
の
種
２
０
０
粒
と
両
校
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ

れ
た
。田
中
さ
ん
は
児
童
に
、

「
開
花
の
時
期
を
研
究
す
る

こ
と
」、「
花
の
数
を
数
え
る

こ
と
」
の
２
つ
の
願
い
を
伝

え
、「
ど
う
し
た
ら
た
く
さ

ん
の
花
が
咲
く
か
考
え
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

来
年
は
万
博
開
催
地
・
大

阪
の
小
学
校
に
リ
レ
ー
し
、

ゴ
ー
ル
は
２
０
３
０
年
、
種

子
島
と
い
う
。


